
表面積＝16 16 3 cm2
したがって

底面積＝4 4 16

底面は1辺が4cmの正方形だから

側面積＝4 2 3
1
2

 4 16 3

側面は1辺が4cmの正三角形が4ケだから(2)
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△OAHにおいて三平方の定理より

三平方の定理-2 解答 目次3へ　　問題へ
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１． 右図のように△ABCは AC＝BC の
二等辺三角形になる。

Aから垂線AHを下ろすと△AHCは30° 
60°90°の直角三角形になるから

AH : AC＝ 3 : 2 より
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O２． (1) Oから底面に垂線OHを下ろすと, Hは
正方形ABCDの対角線の交点になる。
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http://kore.mitene.or.jp/~tohru/mokuji-3.htm
http://kore.mitene.or.jp/~tohru/pita-2m.pdf


BP : 4＝5 : 8 cmBP
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よって

BP : FG＝AB : AF

BP//FG より(3)
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表面上の最短距離は展開図上で, 
2点A,Gを結ぶ直線になる。よって
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以上

＝45 cm2
＝60 15
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図形になるから
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側面は半径10cmの円の
3
5
 のおうぎ形

(または中心角216°のおうぎ形)から

半径5cmの円の
3
5
 のおうぎ形(または

中心角216°のおうぎ形)を引いた
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右図のように 底面の半径6cm, 高さ8cm
の円すいから底面の半径3cm, 高さ3cm
の円すいを切り取った立体になるので
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